
診療情報管理室                            室長 國末 浩範（外科 医長） 

● 活動目的 

１. 診療情報管理室は，診療録と関連した「診療情報管理委員会」とその傘下にある「説明と同意

のための委員会」，「診療録等開示委員会」，「個人情報管理委員会」の開催を設定，準備，資

料作成，議事録作成等を行う 

２. 院内の文書管理システムの維持，管理を行う 

３. 診療記録の適正な管理，運用を行う 

４. 診療報酬請求が円滑に行なわれるように，職種間の連携を図る 

● 活動状況 

１. 月1回（年間11回）開催される診療情報管理委員会の議事録を作成し，Share Pointに掲載 

２. 院内の文書管理の更新，新規作成 

３. 転科時・退院時サマリシステム管理，認定医取得のためのサマリの出力援助，年報用粗データの

提供 

４. カルテ開示対応（2024年度･･･153件） 

● サマリ完成率（2024年度） 

 

 

● 開示件数（過去 5 年分） 
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緩和ケア推進室          室長 宮武 和代（緩和ケア内科医長） 

 

● 活動理念： ～その人らしく生きるための支援を目指す～  

１． 患者，家族が一日一日を有意義に過ごせるための時間と空間の提供 

２． 多職種により，家族を含めた包括的なチームケアを提供 

３． QOL の維持向上が図れるよう力を注ぐ 

４． あたりまえの医療・ケアとして普及するよう，医療者の教育・啓発活動に取り組む 

５． 緩和医療における地域連携の構築に努め，どのような場所でも緩和ケアが適切に提供される環境

を整える 

  

●●  活動状況  

１１．． 活動内容 

・症状マネージメントのコンサルテーション 

・院内オピオイド使用状況の把握と助言，介入  

・PCT 症例カンファレンス 

・緩和ケア勉強会の企画 

・緩和ケアの啓発活動  

・帰宅あるいは緩和ケア病棟転院のリクルート 

２２．． 2024 年度緩和ケアチーム活動実績 

オピオイド回診 

年度 2023 2024  

回診回数  50 49 回 

のべカンファレンス対象者数  772 1154 人 

1 回の回診におけるカンファレンス対象者数 15.4 23.6 人 

1 回のカンファレンスにおける参加人数 14.6  人 

1 回のカンファレンスにおける参加業種数 5-7 5-7  

1 回のカンファレンスにおける参加診療科数 2-4 2-4 科 

 

臓器別 のべカンファレンス対象者数 
1 回の回診における 

カンファレンス対象者数 

年度 2023 2024 2023 2024 

呼吸器がん  129 231 2.6 4.7 

消化器癌がん 104 220 2.1 4.5 

血液がん 375 476 7.5 9.7 

頭頸部がん 34 68 0.7 1.4 

泌尿器がん 37 27 0.7 0.6 

乳腺・甲状腺がん 22  4 0.4 0.1 

婦人科がん 39  2 0.8 0.0 

原発不明・その他  1 43 0.0 0.9 

非がん 31 82 0.6 1.7 
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緩和ケア回診 

年度 2023 2024  

回診対象者数 189 251 人 

のべ回診回数 3,239 3,154 回 

回診対象者 1 人におけるフォローアップ回数 17.1 12.6 回 

緩和ケア診療加算 算定回数 2,659 2,451 回 

  

３３．． 2024 年度緩和ケア推進室主催の研修会 

年 月日 研修会名 題 名・内 容 

2024 8/29 
第 3 回がん診療に携わる人材育成に

向けての院内研修会 
緩和ケア推進室の活動と課題について 

2024 10/27 岡山県緩和ケア研修会（PEACE） 
がん等の診療に携わる医師等に対する 

緩和ケア研修会 

  

●●  研究業績 

学会 

1） 宗教者である患者のスピリチュアルペインへの対応が困難であった一例を振り返る 

宮武和代、佐藤晃子、岸口武寛、藤原慶一 

日本死の臨床研究会 第 24 回 中国・四国支部大会 in Okayama          2024 年 5 月 19 日 

 

NST(Nutrition Support Team)室                室長 外科医師 久保 孝文 

 

● 活動目的 

1. 栄養障害の状態にある患者や、栄養管理をしなければ栄養障害の状態になることが見込まれる

患者に対し、患者の生活の質の向上、原疾患の治癒促進及び感染症などの合併症予防などを

図る。 

※所定の研修を修了した医師、看護師、薬剤師、管理栄養士が NST ラウンドすることで栄養

サポートチーム加算 200 点を得ることができる。 

2. 入院患者に対する栄養リスクアセスメントを行い、低栄養患者の栄養改善および治療に、多職種

編成チームで取り組む。 

3.  職員に対して、栄養に関する意識向上を図るべく啓発活動を行う。 

● 活動状況 

1. 全入院患者に対して栄養リスクアセスメントを行い、低栄養患者に関するコンサルト業務を行って

いる。 

2. 毎週月曜日に整形外科 NST カンファレンス・ウランド、毎週火曜日にその他診療科の NST カンフ

ァレンス・ラウンドを行い、主治医へ提言を行っている。 

3. 奇数月の第４金曜日に、NST 拡大ミーティングを行い、各病棟リンクナースとともに、栄養管理に

関する勉強会を行っている。 

4. 全入院患者に「摂食・嚥下障害質問票」にてスクリーニングを行い、嚥下障害「あり」の判定が出

た患者を対象に、お食事ラウンドを行っている。ラウンドは、NST リンクナース、言語聴覚士、管理

栄養士が行い、摂食・嚥下状態の確認、食形態や栄養状態を評価し、必要時は NST が継続して

介入するなど低栄養を予防している。 

＜＜22002244 年年度度活活動動実実績績＞＞  

新規依頼件数：318 件、回診回数：87 回、延べ患者数：713 人、加算人数：675 人 

 
 

 

月 回診数（回） 延べ患者数（人） 加算人数(人) 月 回診数（回） 延べ患者数（人） 加算人数（人）

４月 5 46 46 １０月 8 52 46

５月 4 35 34 １１月 7 51 49

６月 8 68 62 １２月 10 85 82

７月 9 64 57 １月 7 62 58

８月 7 70 68 ２月 6 42 36

９月 7 72 72 ３月 9 66 65
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